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総合論文紹介

保育者・教員養成課程のピアノ実技の授業研究

AStudy　of　Piano　Class　in　a　Nursery　School，　Kindergarten　and

Elementary　School　Teacher＿training　Program

岩　口　摂子

キーワード　保育者・教員養成課程、ピアノ実技の授業、学生による授業評価、ピアノ練習、自己

　　　　　調整学習

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　実習や就職での必要性も高いだけに、授業に対

　　　　　　はじめに　　　する目的意識は持たせやすい。しかし入学まで

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の学習期間、学生固有の能力、性格、練習量、

　保育士、幼稚園教諭、小学校教諭を養成す　　意欲等に起因するさまざまな個人差があり、一

る、保育者・教員養成課程では、一定のピアノ　　人ひとりの学習過程や目標への到達度も異なっ

演奏技術の習得が求められている。ピアノ演奏　　てくる点や、練習が、授業成立の前提になって

技術は、特に保育者（保育士・幼稚園教諭）に　　いて、復習とともに次の授業の課題を予習して

とって、日々の保育の中で行われる歌唱やリト　　いくことが重要で、継続的な努力が求められる

ミックなどの音楽的表現活動に必要な技能であ　　点は、一般の授業と性質を大きく異にしてい

る。多くの幼稚園、保育所の採用試験で、ピア　　る。また指導場面ではマンッーマンにならざる

ノ演奏、ピアノによる弾き歌いなどの実技試験　　を得ないため、その物理的距離の近さが、学生

が課されていることからも、いかに欠かせない　　に親近感あるいは緊張感を感じさせやすくして

技能の一つであるかが裏づけられよう。しかし　　いる。筆者はそうした状況を踏まえて、まず学

ながら大学入学後にピアノを始める学生が多　　生による授業評価における定量データからピァ

く、養成校における一般的なカリキュラムで　　ノ実技科目の構造的な理解を試み、それをとお

は、ピアノ演奏技術を身につけるための十分な　　して教授法についての省察を行った。その結

時間が用意されているとは言い難いのが実情で　　果、教員と学生との良好な関係性が授業の基本

あるD。そのために、一般のピアノ学習とは異　　であること、実際の演奏力を身につけるために

なる学習の効率性が求められ、それに応じた教　　は授業外での学生のピアノ練習のあり方に、よ

授法やピアノの練習効果を最大化するための方　　り注目しなければならないという知見を得た。

法を模索する必要がある。　　　　　　　　　　その後、学生のピアノ練習の様態を調査・分析

　保育者・教員養成課程のピアノ実技科目は、　　し、新たな練習方法の検討を行ってきた。本論
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文では、それら一連の研究をまとめ、その中で　　いて、アンケートの全評価項目を探索的因子分

開発した練習方法とその効果について紹介し、　析して因子の抽出を行い、因子負荷量の高かっ

さらに求められる課題を明らかにすることを目　　た変数から構成される潜在変数と、学期末に行

的とする。　　　　　　　　　　　　　　　　　っているテスト得点や平生の演奏点から構成さ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　れる学生の「演奏力」を用いて、相互作用モデ

　　1学生による授業評価からの　　　　ルを構築するための共分散構造分析を行っ

　　　　　　　教授法の省察　　　　　　　　た2）。その結果を図1に示す。そこでは、授業

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の「総合満足度」は「受講環境」「丁寧な説明」

　教授法を検討するための有効な視点を得るべ　　「レベルに合うよう」な教授によって強く規定

く、ピアノ実技科目の特性を踏まえた授業アン　　されている教員の「教え方」からの影響が強

ケートを作成した。このアンケートは、本学子　　く、教員と学生との関係性が、学生の授業への

ども発達学科で2008年度前期に音楽A註Dと音　　満足度を決めているということ、「教え方」は

楽B註2）を履修している学生に、ピアノ実技科　　授業への「充実感」への規定力も大きいが、

目での自分自身の取り組みや教員への意見・感　　「学生の努力」や「演奏力」に対しては間接効

想、授業運営に関する意見・感想を自由に書か　　果も低く規定力をもたないこと、一方、学生の

せたものを形態素解析し、そこで抽出されたキ　　「演奏力」は、「教え方」とは関連がみられず、

一 ワードを参考にして評価項目を構成したもの　　「学生の努力」からの影響が強いといった知見

で、2008年度から、文言の微修正を経て、継　　が得られた。この結果には経年変化がみられ

続的に実施をしている。また授業を構成する　　ず、他学の保育科の学生を対象に加えた場合で

様々な要因の因果関係を定量的に視覚的に理解　　も変化がなかった3）。教員と学生との関係性

しやすくするために、2008年度前期の音楽A　　が、学生にとっての授業の良否を決めるという

と音楽Bの履修生のうち、単位を取得できた　　結果は、Abeles4）が作成したAFSES（the　Ap－

125名（男：38名、女：87名）のデータを用　　plied　Faculty　Student　Evaluation　Scale）で、総合

教え方　　　　　　044　　　　　充実感

総合満足度　　　　　　　　　　　　　10．35

演奏の基礎　　0’6　　　演奏力　　　　　0’49　　　　学生の努力

　　　　読譜力　学習期間　　平生の演奏　　テスト得点　　自分の取り組み　練習度　　課題こなし度

図1　総合満足度と演奏力に関わる要因の相互作用モデル（標準化解）（文献2の図2を一部改変）
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的な教授能力にもっとも影響していたのが教員　　をあげ、いかに早い時期から研究が行われてき

と学生とのラポールであったこととも一致し　　たかを示しているが、この分野の研究は1990

た。つまりピアノ実技の授業では、一人ひとり　　年以降に増加したと言われている15）1θ。Zhu一

の学生のレベルや状況をより理解しようとする　　kovl7）は、主に1990年代以降の楽器練習に関わ

姿勢や、教員と学生との信頼関係を前提に、緊　　る研究を総説している。扱われてきたテーマと

張を強いられない場において、教員が学生と協　　して、練習とは何か、卓越している演奏家と練

働的に授業環境を構築していこうとする姿勢が　　習との関連、練習の量、練習の質、何（どんな

授業の基本であることが示唆された。　　　　　教材）を練習するのか、どのように練習するの

　しかしながら、このモデルから、「教え方」　か、練習に対する自己調整と動機、練習に対す

が「演奏力」に関連がなかった点については、　る親の影響やそのほか練習に寄与する要因をあ

着実な演奏力につながる教授法の欠如の現れと　　げ整理を行っている。またMikszal｜）も過去の

も解釈することができる。　　　　　　　　　　ll9の研究を概観しており、練習するときにみ

　多くの研究では、演奏力は、（生徒の）計画　　られる個人差や、研究者が個人での練習に対し

的で形式的な努力を伴った練習の影響を直接受　　て行ってきた介入、自己調整的な学習と練習と

けるとされている5）6）7）。また楽器を学ぶ生徒　　の関連などの点からまとめている。研究の対象

は、教師の直接的な影響から離れたところで、　はごく初期の音楽学習者から専門的に音楽を勉

多くの時間を練習に費やしていることが指摘さ　　強する人、アマチュア、また子どもから成人ま

れており8）9）1ω、そのような自己を導く形での　　でさまざまである。

学習（se任guided　instruction）は、基礎技術の　　一方国内では、国立情報学研究所の学術論文

向上に大事な学習の初期段階にある初級者や中　　検索サイトCiNiiで、「音楽」と「練習」をキ

級者には特に重要であるという報告もなされて　　一ワードとしてヒットした論文は、1990年以

いる9）。　　　　　　　　　　　　　　　　　　降2014年3月までで268件抽出されたが、海

　この文脈においては、「受講環境」「丁寧な説　　外の論文で扱われているような、練習の実態や

明」「レベルや理解に合うよう」な教授によっ　　練習方法そのものに着目した研究は極めて少な

て規定されている、授業場面での教員の「教え　　い。しかしながら268件の中には、保育者・教

方」は重要であるが、また他方、授業外で学生　　員養成における音楽の授業に関連する研究が

はどう練習しているか、練習のあり方そのもの　　10件あり、検索キーワードを「保育」「ピァ

に、より注日されなければならないと捉えられ　　ノ」に変えると、197件ヒットしてくる。つま

た。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り練習はテーマとしてあまり議論されていない

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　が、保育者・教員養成におけるピアノに関連す

　　2　楽器の練習の研究について　　　　るテーマは多く存在しているということにな

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　る。保育とピアノに関する論文は、1980年代

　楽器の練習についての実証研究は海外では数　　半ばから1990年代半ばまで増加傾向が顕著に

多く行われてきた1D｜2）。　Barry＆McArthurl3）は　　なり、1990年代半ば以降から増加傾向が急速

先行研究を概観する中で、ごく初期の研究の一　　になるという報告がある18）が、その中で、練習

つとして1928年に発表されたBrownl4）の研究　　をテーマに含んだ研究には、日本保育学会で



14　岩口摂子

の、横井川19）、榎内20）、今泉2Dの発表や、榎内　　感じられる場面が多かった」という項目では、

ら22）、今井23）の論文等があるだけである。これ　　初級者の方が中級者以上より点が高かった。さ

らの研究をみると、練習に関わる調査・分析項　　らに、ピアノの練習の際に持つべき意識や練習

目は多様であり、ほとんどはピアノの進度から　　方法について自由に記述された回答を、練習へ

の検討がなされている。どの研究も、大学間差　　の態度と練習方法に関する内容とに分類し、2

は考慮されておらず、著者の指導範囲に留まっ　　件以上出現した回答を対象として、記述された

た限定的な結果ではあるものの、保育者・教員　　言葉をその趣旨に即して言葉をコード化し、そ

養成課程の学生という共通する対象において、　れらと進度との関連を明らかにするために、回

さまざまな視点からの示唆があった。ただし、　答者ごとに各項目に反応したら1、反応がなか

学生が授業での指導をどう捉え、ピアノの練習　　ったら0としてOlデータ表を作成して、（一人

をする際、何を意識し、どのように練習してい　　の回答者が同じ趣旨の記述をしている場合は、

るのかについての知見は少なかった。　　　　　　その項目の反応は1と処理して）コレスポンデ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ンス分析を行った。（図2、図3）。その結果、

　　　3　学生のピアノへの意識や　　　　ピァノ進度と練習への態度においては、進度に

　　　　　練習の様態について　　　　　　関わらないところで全体的に、毎日継続して練

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　習することや、練習を苦痛とせず、ピアノを弾

　そこで筆者は、学生がピアノの練習をする　　くことを楽しむという姿勢、第三者的に自分の

際、何を意識し、どのように練習しているのか　　演奏を聞くことが大切と意識されており、ピァ

探索することを目的として、本学子ども発達学　　ノ進度と練習方法との関係においては、「反復

科で2012年度後期に音楽A・音楽B註3）・音楽　　練習」と「片手ずつ」が共通する練習方法であ

c註4）を受講し、授業最終日にテストを受けた　　ることがみいだされた。各進度の特徴を総合す

67名と、2013年度前期に音楽A・音楽Bを受　　ると、初級者は、他の進度よりも練習への内発

講し、授業最終日にテストを受けた45名の計　　的動機づけは高いように感じられたが、「音符

112名（男：35名、女：77名）を対象に、ピ　　・休符」の長さを守って弾くことに終始してい

アノ進度註5）とテスト得点、練習時間、学生に　　る状態であり、「ピアノに慣れる」という表現

よる授業評価アンケートの項目との関係や、ピ　　から示唆されるように、具体的な練習ターゲッ

アノへの意識や練習の様態などを調査・分析し　　トや練習方略を持ち合わせてはいないことが示

た24）。まず進度を、入学後にピアノを始めた初　　された。それに比べ、中級者になると、「指使

心者と入学前にある程度ピアノ学習経験のあ　　い」に注意し、「読譜をしっかり」「ゆっくり」

る、初級と中級以上の2群に分け、授業評価ア　　練習、「強弱」や「拍子」に気をつけること、

ンケートで、どのような項目で違いがみられる　　「基礎練習」が意識されていたが、練習への態

か比較したが、初級者は、中級者以上に比べテ　　度については特徴がみられなかった。上級者は

スト得点が低く、ピアノに対する苦手意識が強　　「目標・計画を立て」「難所重点」（できないと

く、読譜に苦労し、指・手が動きにくいことが　　ころを重点的に練習）に表されるように、練習

示された。一方、生活の中でのピアノ練習の優　　ターゲットを捉えた集中練習、分割練習によっ

先順位や、「ピアノの授業をとおして達成感を　　て、重点的・効率的な練習をしていることが明
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　　図2ピアノ叢度と練習への態度　　　　　　　　図3ピアノ進度と練習方法

らかになった。このことから初級者の段階か　　関わっていることを強調した。このうちの「方

ら、上級者のように、練習ターゲットを明確に　　法」とは、学習方略、メンタル方略、他の一一般

し、より効率的、効果的な練習をさせることが　　的な自己学習など、課題への関わりの方向付け

できないかその練習方法を探索することが課題　　を、「行動」は、学習者自身の学習過程に対す

としてみいだされた。　　　　　　　　　　　　る省察、メタii忍知、慈己評懸、モニタリング

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　を、「社会的影響（または社会的要因）」とは、

4　自己調整学習と楽器の練習の研究　　他者への援助要請を含むような概念であると説

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　明されている。さらにMcPh¢fson＆Zimmer．

　ピアノ学習においてこのような自己を導く形　man27）は、自己調整には予見、遂行段階、自己

で学習を展開させる上で、有益なキー概念にな　　内省段階の3つの循環的段階があると考えた。

り得ると考えられるものに自己調整学習があ　　このことは塚野2き）によると、「予見段階（fbre．

る。自己調整学習は、さまざまな理論的立場か　　thought　phase）は、学習に先行し、学習を自己

らの見方があるが、自己調整学習における「自　　調整する準備と意欲に作用する学習過程と動機

己調整」とは、「学習者が、メタ認知、動機つ　　づけの源のことふ「遂行段階（perfb孤anee

け、行動において、自分自身の学習過程に能動　　phase）は、学習中に生じ集中と遂行に作用す

的に関与していること」捌と捉えられてい　　る過程であり、白己内省段階（sd妾eac加n

る26）。McPherson＆Zilnmerman27）は、自己調整　　phase）は、学習の結果に対して作用する過程

学習には、自己観察や自己モニタリングを介し　　である。これらの自己内省が、今度は、次の学

た学習方法の調整、時間や学習環境といったり　　習に摺する予見に作用し、これで自己調整サイ

ソース管理、動機付けや注意集中などの認知的　　クルが完成する」と説明されている。

・情緒的な管理など、いくつかのプロセスを含　　　音楽教育の分野でも、自己調整学習と個人的

んでいるとし、音楽学習には「動機」「方法」　な楽器練習との関わりについて多く調査されて

階問」「行動」「物理的環境」「社会的影響（ま　　きた。たとえば、練習へのアブ日一チの代方に

たは社会的要因）」の6つの白己調整の次元が　　よってどのような発達的変化がみられるか29⑳
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や、動機付けと練習3D32）、練習方略33）34）、練習　　力」（動機）「方法・行動」「時間管理」「社会的

におけるメタ認知的要素35）36＞、時間と練　影響」から成る4要因モデル尺度を作成し、そ

習16肋38）などがテーマとされ、多くの研究で楽　　の有用性について展望をしでいる。

器練習における自己調整学習の有効性が示唆さ

れてきた。　　　　　　　　　　　　　　　　　5練習報告書の作成と実施

　そのような研究を踏まえて、Cremaschi6）や

栖ksza9）は、楽器の演奏技術習得において、自　　　以上のような研究を踏まえ、本学子ども発達

巳調整学習に導くためのツール開発を行ってい　　学科の音楽A・音楽B・音楽Cにおいても、

る。Cremaschi6）は、ある総合大学のピアノ初級　　学生の自己調整的なピアノ学習を促すためのッ

クラスを履修している、ピアノ以外の楽器や声　　一ルとして、学生自身の練習内容を記録する練

楽の専攻生41名を、統制群19名と実験群22　習報告書を作成し2013年度前期から試行した。

名に分け、実験群には最終試験までの3週間、　開始当初は、報告書の練習チェック項目が多

週単位での練習チェックリストを学生自身でつ　　く、練習時の負担が大きいという声が学生から

けさせるとともに、試験前には全員に、学習へ　　寄せられ、報告書の提出率もあまり高くなかっ

の自己調整方略使用を調べるための、学習の動　　たため、練習報告書のチェック項目を精査し

機付け方略質問紙MSLQ〈M◎tivated　St斑¢gies　て、毎回の練習時にチェックする項目を減らし

伽L¢aml賠Quesa◎nnalぎε）〈Pi愉ich　et　al．，　た改訂版を作成し、2田3年度後期から使用し

1991）靭を実施してその効果を検討した。その　　てきた。

結果、チェックリストを実施することによって　　　練習報告書の項目は、Cre疏schiωの練習チェ

最終試験の成績、自己効力感、リソース管理　　ックリストやMiksza9｝の作成した自己調整練習

（定期的な練習や練習時間、集中できる場所で　　尺度、Miksza32）の練習行動における観察項目を

の練習、等）には影響がみられなかったが、実　　参考にしている。進度によって学習内容が異な

験群では、メタ認知的自己調整の使用が増え、　るため、初級者用と初級者以外用（Appendix

実験群の中でもピアノ初心者の学生では練習方　　を参照）の2種類を作成した。双方でチェック

略の使用が多くなったことを示し、調査期懸が　　項目や評価項目には若干の違いがあるが、どち

短く対象が少ないとしながらも、単純に正直｝こ　らも1［1週間の練習を振り返って実施した項

週単位の練習チェッタリストをつけることの有　　目のチェッ列（A沖e頑x各シート左上の

効性を示唆している。自己調整的な練習行動を　　表〉、Hこ1週間の練習で、どの程度できるよ

量的に測るものとしては、Pintrichやその同僚　　うになったかの自己評価（5－1の5段階で5が

によって作られた、前掲のMSLQを適用した　　とてもよくできた、1が全然できなかった）］

尺度が使われることが多かったが40㈲、楽器の　　（各シート右上の表）、皿〔練習方略として実施

学習尺度としてMSLQを適用した場合、複数　　した項目のチェックコ（各シート下半分の表）

の研郷｝42）の探索的因子分析では基本的・理論　　の3つのパートから構成されでいる。学生には

的とされる因子構造とは異なる因子構造を示し　　1と五を授業の直前に記入し、獲は7日分設け

たため、Mik§za9｝は、初級と中級の楽器学習者　　られた欄に予め日付を書き、練習した直後にそ

の白己調整的な練習行動を測るための泊己効　　の自実施した項目にチェック、練習した時間
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（分数）も書き込んで、1週間分のシートを次　　とし、さらに11週分の順守率の平均（以下、

回の授業で提出するよう、また、練習しなかっ　　皿各項目平均順守率）を出した。そして練習量

た場合でも提出するように求めた。期間は各学　　を測るものとして練習した日数のほか、ll週

期、オリエンテーションを行う第1週目の授業　　間分の練習時間の総計（以下、練習総時間）を

を避け第2週目から、期末の試験に向けての練　　分単位にして分析に使用した。また練習に対す

習に入る前の第12週目までll週間実施した。　　る全体的な自己評価をみるために、先に出した

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1の各項目平均自己評価を足し合わせnの項目

　　　6　練習報告書の効果・査定　　　　数である5で割ったもの（以下、H自己評価全

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　体の平均）や、練習方略の全体的な使用率をみ

　2013年度後期開講の音楽A・音楽B・音楽　　るために、⑪と⑫の2つの項目を除き、先に出

Cと2014年度前期開講の音楽A・音楽Bの単　　した皿各項目平均順守率を足し合わせて項目数

位を取得した118名中、練習報告書を6回以上　　の10で割ったもの（以下、皿順守率の平均）

提出した99名（男：28名、女：71名）の練習　　も算出し、分析に使った。⑪と⑫を除いたの

報告書のデータを元に、①演奏成績は、練習日　　は、⑪は、練習の際、他者に援助要請をしたか

数、練習総時間や練習報告書の提出率、さらに　　どうかの「社会的影響」に分類されるような項

報告書の内容である、自分の練習に対する自己　　目、⑫は練習での集中力の有無を知るための項

評価の度合いや練習方略の使用の度合いによっ　　日で、この2つは練習方略に含まれない事項だ

て異なるか、②進度によって、演奏成績や練習　　からである。分析には、報告書のデータのほ

日数、練習総時間や練習報告書の提出率、さら　　か、個々の学生の進度や、演奏成績として、授

に報告書の内容である、自分の練習に対する自　　業最終日に一人ずつ行う演奏テストにおいて3

己評価の度合いや練習方略の使用の度合いが異　　人の教員が点けた点数を平均したもの（以下、

なるかなどを調査し、練習報告書の効果・査定　　演奏点）を使用した。その結果、課題①に関し

を行うことにした43）。データ処理に際しては、　ては、表1のように、演奏成績（演奏点）は、

初級者用と初級者以外用のシートで共通する項　　練習日数、報告書提出率、練習に対する全体の

目のみを使用することにしたので、表2の項目　　自己評価（n自己評価全体の平均）や、練習方

のように、1は4項目、Hは5項目、皿は12　略全体の順守率（皿順守率の平均）との間に正

項目が分析の対象となった。このうち1の各項　　の相関が示された註θ。また練習報告書の提出

目は各週で、チェックがついているものを1、　率が高いほど、練習日数や練習総時間が多くな

チェックのないものを0とし、11週分の平均　　り、演奏点や練習に対する全体の自己評価（n

を算出した（以下、1各項目平均順守率）。n　　自己評価全体の平均）や、練習方略全体の順守

も各項目の自己評価のll週分の平均（以下、　率（皿順守率の平均）も高くなることが示され

1各項目平均自己評価）、皿については各項目、　たことから、毎回のピアノ練習時に練習報告書

1週間のうち練習した日の中で何日それを守っ　　を記入しそれを提出させることは、学生のピァ

たかの割合、即ち一つずつの項目において、そ　　ノ練習方略とメタ認知的自己調整への連動と内

の項目の内容を順守して練習した日数を、1週　　省を促し、そのような自己調整学習の習慣が成

間の練習日数で割ったものをその項目の順守率　　績にもプラスに反映されるということが明らか
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表1演奏点、練習日数、練習総時間、1自己評価全体の平均、皿順守率の平均の相関係数

鹸点練習・数練習綱報鵠提・率茎2講鵬欝

演奏点　　　　　　　　　　1

練習日数　　　　　　　　　．30＊＊　　　　　1

練習総時間　　　　　　　　．15　　　　．59桝　　　　　1

報告書提出率　　　　　　　．20＊　　　　．2g＊＊　　　．30＊＊　　　　l

H自己評価全体の平均　　　．33＊＊　　　　．19　　　　　34＊　　　　．20＊　　　　　1

皿順守率の平均　　　　　　．21＊　　　　．24＊　　　　．44＊＊　　　　、38＊＊　　　．39＊＊　　　　1

＊ρ＜．05，＊＊ρ＜．01

表2　進度における各項目平均値と有意差検定

。平謬＿平譜、。バ譜⑰；㌶鋤車・

演奏点　　　　　　　　　　　　　　　56　75．33　5．6528　75．54　4．6015　8L93　593＊榊　初、中く上

練習日数　　　　　　　　　　　　　　56　3．10　1．5428　3．04　L7515　423　1．51　＊　　初く上
練習総時間　　　　　　　　　　　　　56152248992．0228　95593570．68152008．331861．11　†　　初〉中
報告書提出率　　　　　　　　　　　　　　56　94．64　9．6228　89．61　14．9915　99．39　2．35　＊　　初、中くヒ

1①進度表の「目標」を読んだ　　　　　　56　0．64　0．3928　0．59　0．4314　0．82　0．24

1②計画を立てて練習した　　　　　　　　56　0．44　0．3328　0．45　0．3414　0．61　0．38

1③指番号をつけ加えた　　　　　　　　56　0．64　0．3428　0．28　0．2814　0．31　0．34＊＊＊　初〉中、上

1④弾けないところにしるしをつけた　　　56　0．51　0．3528　0．34　0．3414　050　0．35
H①ゆっくりだが、両手でとおして止まらずに弾けた56　3，12　0．7928　3．07　0．8215　3．45　0．74

H②全体をとおして、同じテンポで弾けた　56　2．81　0．7328　2．92　0．8315　3．43　0．76　＊　　初く上

H③強弱やその他の記号などを守って弾けた55　2．61　0．7328　2．65　0．7115　3．39　0．82　林　　初、中く上

n④フレーズの切れ目を意識して弾けた　　55　2．65　0．7528　2．65　0．7415　3．36　0．82　＊＊　初、中く上

H⑤進度表の「日標」の各項目を守れた　　55　2．88　0．8228　2．71　0．7915　3．40　LO2　†

皿①基礎練習をした　　　　　　　　　　　56　0．53　0．3428　052　0．3715　　0．伺　　0．40

皿②先週までの復習をした　　　　　　　　56　0．65　03128　0．69　02715　　0．70　0．31

皿③片手や歌だけのパート練習をした　　　56　0．74　0．2728　0．71　0．2615　0．70　0．29

皿④何小節かに分割して練習した　　　　　56　0．57　0．3228　059　0．3315　　0．70　0．24

皿⑤メトロノームをつかって練習した　　　56　　0」4　0．1928　　023　0．2815　　0．24　0．31

皿⑥むずかしいところ、できないところを反1夏練習した56　0．78　0．2828　0．68　0．2715　0．84　0．20

皿⑦できないところの少し前から後にカ・けてとおす練習をした56　0．69　0．2928　058　0．3015　　0．76　0．23　†

皿⑧いろいろなテンポで練習した　　　　　56　0．26　0．3028　0．28　02615　　0．40　0．32

皿⑨指使いができているかチェックした　　56　0．61　0．2928　0．46　0．2815　　0．47　034　†

皿⑩人前で演奏することを意識して弾いた　56　0．24　0．3028　0．20　0．2615　0．41　0．37
皿1⑪友だちなどに教えてもらったり聞いてもらったりした56　027　0．2528　0．09　0．1315　0，16　0．29　＊＊　　初〉中

皿⑫練習のとき夢中で弾いていた　　　　　56　0．63　0．3628　055　0．3715　　0．72　0．31

†ρ＜LO，＊ρ＜．05，＊＊ρ＜．Ol，＊＊＊ρく．001

になった。また演奏点は練習日数とは正の相関　　は指番号・指使いへの意識や「友だちなどに教

が認められたが、練習総時間とは相関がなかっ　　えてもら」うといった援助要請の項目で高かっ

たので、同じ時間練習をするならまとめてやる　　た。中級に関しては、他の進度より練習の量が

より、何日かに分割する方がよいということも　少ないと推察され、「進度表の『目標』の各項

示唆された。　　　　　　　　　　　　　　　目を守れた」、「できないところの少し前から後

本研究の課題②、進度による比較において　　にかけてとおす」という項目での平均値は有意

は、表2に示されるように、上級は、演奏点の　　傾向ではあるものの、3つの進度の中でもっと

ほか、音楽的な表現を指向する事項で、初級で　　も低く、筆者の調査・分析24）においても、中級
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者の練習態度に特徴がみられていないことから　　わっているのではないかと考えられる。Mik一

考え合せると、中級者は初級者や上級者に比べ　　sza32）は、練習行動、練習する前と練習した後

て、練習の量が少ないだけでなく、練習の質が　　の演奏成績、アイゼンクらの衝動性テスト

あまり高くなく、練習の達成感を感じることが　　（The　Eysenck　Ilnpulsiveness　Questionnaire　fbr

少ないのではないかとも考えられた。中級の学　　Adults，1985）45）による性格特性等において、そ

生の中には、長く学習していた割には、拍やり　　れらの関連性を調べているが、衝動性の強い、

ズムをきちんと理解できていなかったり、指使　　つまり早合点してミスの多い生徒は、そうでな

いが守れなかったり、弾き方のくせが治らなか　　い生徒に比べて、練習前も練習後も演奏成績が

ったりして、ピアノに自信が持てず、ピアノが　　低く、少ない時間で練習内容を焦点化し、短い

好きでないという場合がみられることもある。　区分での反復練習など方略的な練習行動をせ

Green＆Gallwey44）が、「自分の成長に気づくこ　　ず、より自己調整的に効果的に練習時間を費や

とができないうちは、やる気を出して練習をす　　すことができないと指摘している。自己調整学

ることは難しい」と述べていることからも示唆　　習は個人の音楽的発達における様々な道筋を把

されるように、上達の自覚が少ないということ　　握するための枠組みでもある4θとも言われてい

が練習への意欲につながらない要因の一つと考　　る。ピアノ実技の教員は、学生に練習報告書を

えられる。達成感は自信となって、さらに上達　　提出させるだけに終わらず、個々の学生の課題

したいという内発的な動機に連動し、自己調整　　の遂行状況や練習の様態を踏まえて、より効果

学習を促進し、引いては演奏成績にプラスの影　　的な練習報告書の実施のあり方を検討し、一人

響を及ぼすと思われる。したがって、中級者に　　ひとりに適した練習の形を学生と協働して作り

とって、より多くの達成感を感じることができ　　あげていくという工程も必要となるであろう。

るように、学習内容をより小さいステップにし

て学習目標を設定し、教材編成の工夫すること　　　謝辞

も必要ではないかと考えられた。　　　　　　　　　本研究では・兵庫教育大学名誉教授の塩見邦雄

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　先生、本学非常勤講師の大橋邦康先生、田口友子

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・先生、横山由美子先生、山本景子先生、今岡淑子
　　　　　　　7　今後の課題　　　　　　　　先生、ここに引用した拙著論文を査読していただ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いた先生方から、いろいろなご指導をいただきま

　練習報告書についての統計的な分析では、練　　　した・ここに記して・厚くお礼を申しあげます・

習報告書には一定の効果がみられたが・中に　　註

は、練習量が多く、練習方略の順守率や練習報　　　註1）保育士資格、幼稚園教諭一種免許状、小学

告書の提出率が高いにもかかわらず、演奏点が　　　　校教諭一種免許状取得のための必修科目

低いという学生・つまり糸酬告書の効果がみ註2 還㌫竃㌶㌫麟；；譜
られなかった学生もいた。そのような学生の行　　　註3）2011年度から音楽Bは、保育士資格、幼稚

動的な特徴の一つは、レッスン場面において、　　　　園教諭一種免許状の必修科目、小学校教諭一

弾き間違えたときに始めから弾き直し、ミスを　　　　種免許状の選択必修科目に変更

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　註4）幼稚園教諭一種免許状、小学校教諭一種免
した箇所の直前からは弾き直すことができない　　　　許状取得のための選択必修科日

場合が多いことである。そこには性格要因も関　　　註5）ここで言うピアノ進度とは本学科独自に定
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　　めているもので、次のような基準で3つのレ　　　　m司◎ぎse㈱lled　ln　a　begln漁g　c畑s§pl雛◎C◎urse，
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　　的表現を要する曲を学習する。　　　　　　　　　　　high　band　students．　Coη〃jb妬oη∫10励5∫c　E励・
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Appendix

初心者用練習報告書

次に受ける授粟は第　　　　遇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　学籍番号　　　　　　なまえ　　　　　　　　　　　　　　N。、

▽のところは授業前に、♪のところは絞習した日ごとに記入しましょう！

Oレッスンまでに、自分がしたこと、できたことを！してください。　　　　　　　　　ワ5段階で評価しましよう、5→とてもよくで書た、1→全然できなかった

①楽譜が読めないので、参考になるもので調べた

②進度表の「目標」を読んだ

③計画を立てて練習した

④指番号をつけ加えた

⑤弾けないところにしるしをつけた

①右手だけ止まらずに弾けた 5 　4 　3 　2 　1

②左手だけ止まらずに弾けた 5 　4 　3 　2 　1

③ゆっくりだが、両手でとおして、止まらずに弾けた 5 　4 　3 　2 　1

④早くなったり遅くなったりせず、同じテンポで弾けた 5 　4 　3 　2 1

⑤強弱やスラーやスタッカートなどを守って弾けた 5 　4 　3 　2 　1

⑥フレーズの切れ日1歌うとしたらブレスしたくなると二ろ）を意識して弾‘ナた 5 　4 　3 　2 　1

⑦音と音の間が切れないように弾けた 5 4 3 2 　1

⑧進度表のこ目標」の各項目を守れた 5 　4 ’　3 ’　2 　1

♪　練習でやったことに〆してください。 例 　第1E
（　　　　日）

第2日 第3日 第4日 第5日 第6日 第7日

4／19 ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／

①基礎練習をした（ウォームアップ1など） ！

②先週までに合格した曲の復習をした ／

③片手ずつ（歌だけ）練習をした ！

④何小節かに分割して練習した ／

⑤メトロノームをつかって練習した ！

⑥むずかしいところ、できないところを反復練習した ／

⑦できないところの少し前から後にかけて、とおす練習した ！

⑧いろいろなテンポで練習した

⑨指使いができているかチ⊥ックした ／

⑩人前で演奏することを意識して弾いた

⑪友だちなどに教えてもらったり聞いてもらったりした ！

⑫練習のときに夢中で弾いていた 〆

♪　練智した日の練習時間を書いてください（分単位） 35　分 分 分 分 分 分 分 分

初心者以外用練習報告書

次に受ける授彙は第　　　遇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　学籍番号　　　　　　なまえ　　　　　　　　　　　　　N。．一．．一・
ワのところは授乗前に、♪のところは練習した日ごとに記入しましょう！

ワレッスンまでに、自分がしたこと、できたことを！してください。　　　　　　　　　05段階で評価しましょう。5－・とてもよくできたパ→全然できなかった

①進度表の「目標」を読んだ

②計画を立てて練習した

③指番号をつけ加えた

④弾けないところにしるしをつけた

①ゆっくりだが、両手でとおして、止まらずに弾けた 5　　　．　　4　　　．　　3　　　．　　2　　　．　　1

②全体をとおして、おなじテンポで弾けた 5　　　．　　4　　　．　　3　　　．　　2　　　．　　1

③強弱やその他の記号などを守って弾けた 5　　・　4　　・　　3　　－　　2　　・　　1

④フレーズの切れ目（歌うとしたらブレスしたくなるところ1を意法して弾けた 5　　・　4　　・　　3　　．　　2　　・　　1

⑤表示されているテンポで弾けた 5　　°　　4　　°　　3　　．　　2　　°　　1

　　　　　　　　　　　　　　．⑥右手、左手、歌IJ〔音量バランスよく弾けた 5・4・3・2・1
⑦進度表の「目標」の各項目を守れた 5　　・　4　　・　　3　　．　　2　　・　　1

♪　練習でやったことに！してください。 例
第1日
　　目、 第2日 第3日 第4日 第5日 第6日 第7日

4／19 ／ ／ ／ ／ ／「 ／ ／

③基礎練習をした（音階など） ／

②先週までに合格した曲の復習をした ／

③片手や歌だけのパート練習をした ！

④何小節かに分割Lて練習Lた ！

⑤メトロノームをつかって練習した ／

⑥むずかしいところ、できないところを反復練習した ！

⑦できないところの少し前から後にかけて、とおす練習した ！

⑧いろいろなテンポで練習した

⑨指使いができているかチヱックした ／

⑩人前で演奏する一とを意識して弾いた

豆友だちなどに教えてもらったり聞いてもらったりした 1

⑰自分の演奏を録音して、練習に活かした

⑬オリジナルな練習をした（リズムを変えたり、口で音符を唱えたリ…等）

⑭練習のときに夢中で弾いていた ！

♪練冒した目の練習時間を書いてください（分単位） 35　分 分 分 分 分 分 分 分


